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美浦村しゃきょうだよりの発行は赤い羽根共同募金の配分金事業で行われています。

第６回
美浦トレセンの成り立ち（中編）

歴史に

特集

表紙
基礎からの男性料理教室
「楽しみながら料理の基礎を学ぶ」スタ
イルに変更して2年目の開催ですが、やる
気のある男性が勢揃いして、真面目に楽
しく取り組んでいます。
（写真は伊達巻きの調理風景）
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美浦村しゃきょうだより

　 　喜寿のお祝い会　
　11 月 27 日、村老人福祉センターにおいて「喜寿お祝い会」を開催し、今年度に 77 歳を迎える
方 146 名のうち 57 名が出席されました。会場前では木原保育所年長児 15 名によるおもてなしが
あり、「おめでとうございます !!」のかわいい声のお祝いと首飾りのプレゼントをもらった出席者は
思わずにっこり、和やかな雰囲気でお祝い会が始まりました。
　中島栄会長や来賓からお祝いの言葉が贈られると、出席者を代表し、吉田賢治氏（見晴台）が謝
辞を述べられました。糸賀すみ子氏（浜）の記念品受け取り、加藤正男氏（天神台）の乾杯の音頭
で会食に進み、ボランティアによる演芸披露と楽しいひとときを過ごされました。これからも、ま
すます健康長寿でありますようお祈りいたします。

秋の事業報告 ～赤い羽根共同募金の使いみち～

　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
で
は
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
多

発
し
、
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨
年

は
、
関
東･

東
北
豪
雨
に
よ
り
常
総
市
を
流
れ
る
鬼
怒
川
の
堤

防
が
決
壊
し
、
本
県
西
部
を
中
心
に
床
上
、
床
下
を
合
わ
せ
約

四
千
戸
が
浸
水
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
今
も
な
お
多
く
の
方

が
、
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ご
自
宅
に
帰
れ
ず
、
不
自
由

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お
り
ま
す
。

　
災
害
は
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
発
生
す
る
か
、
予
測
す
る
の

は
困
難
で
す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
防

災
に
対
す
る
「
意
識
と
備
え
」
が
大
切
で
す
。
地
域
の
安
全
、

安
心
を
守
る
た
め
の
予
防
、
防
災
の
周
知
、
訓
練
も
住
民
と
共

に
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
「
い
き
い
き
美
浦
に
人
咲
く
夢
咲
く
福
祉
咲
く
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
社
会
福
祉
関
係
者
、
関
係
機
関
の
参
加

協
力
を
得
て
、
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
の
支
援
、
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力
な
ど
、

全
国
的
な
取
り
組
み
か
ら
美
浦
村
な
ら
で
は
の
活
動
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
域
の
福
祉
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
こ
の
美
浦
村
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

美
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
会
長
　
　
中
島
　
栄

スタッフより：今年の木原保育所年長児は、ステージ上で、自己紹介と将来の夢をひとりずつ英語でスピー
チしてくれました。出席者が６歳の頃はまだ戦時中で、英語は敵国の言葉で使用を禁じられていたことと比
べると、まさに隔世の感があったと思われます。演芸のトリを飾る曙面舞会の皆さんによる「収穫祝舞」は、
おかめひょっとこ、大黒恵比寿の登場に会場は大盛り上がり。最後は獅子舞の口から「おめでとうございます」
の垂れ幕が出てきて、拍手喝采でした。
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　金婚お祝い　
　結婚 50 周年を迎えられるご夫婦 11 組を祝
福し、中島栄会長と諸岡正明事務局長がご自宅
を訪問し、褒状と記念品、お二人揃っての記念
写真を贈呈し、永きにわたり夫婦相和し幸福な
家庭を築かれたことをお祝いしました。

　健やか最高齢者祝い　
　自宅で元気に過ごされている最高齢の男女各
１名（９月１日現在）のご自宅を中島栄会長と
諸岡正明事務局長が訪問し、認定書とお祝金を
贈呈して長寿をお祝いしました。

スタッフより：お二人に共通している長寿の秘訣は
日課があること。吉野さんは庭掃除を、尾島さんは
仏壇の水や供花の交換を毎日しているそうです。普
段から適度に体を動かすことが大切なのだと感じま
した。これからもお元気でお過ごし下さい。

 いきいき親子社会体験バスツアー
千葉市科学館／千葉市動物公園 

　11 月 29 日、村内から 32 名の小学生家族
が参加し、千葉市科学館では身近にある科学
や天体を学び、千葉市動物公園では、130 種
700 匹以上いる動物の冬の生態を観察しまし
た。参加者からは「親子で貴重な体験ができた」

「家族でまた参加したい」との声を頂きました。

スタッフより：科学館から動物園への移動はモノ
レールを使うという計画を立てました。スケジュー
ル調整や電鉄会社との交渉は大変でしたが、皆初め
てのモノレールに「空を飛んでいるみたい」と、大
喜びしてくれたので良かったです。

 保育所児と高齢者の
ふれあい交流会 

　10 月 27 日、村農林漁業者トレーニングセン
ターにて「第 23 回保育所児と高齢者のふれあい
交流会」が開催されました。保育所児 100 名と
老人クラブ会員 116 名が力を合わせ、大玉転が
しやデカパン競争などの競技を元気に行い、世
代を超えた絆を深め、楽しい 1 日となりました。

スタッフより：悪天候や耐震工事による中止で３
年ぶりの開催でした。保育所児と高齢者の年の
差は 60 歳以上…、その差を吹き飛ばす元気な
笑顔が沢山見られたこと、主催者冥利につきま
す。

スタッフより：「今更夫婦で写真なんて」と記念写
真の撮影を遠慮する方が多いのですが、いざ出来上
がった写真を見ると喜んでくれることを知っている
ため「記念ですからぜひ撮影してください」と強く
お勧めしています。

男性の部

𠮷野喜一 様　196 歳
（上宿）
女性の部

尾島豊子 様　100 歳
（登宿）
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　「2016 年の干支は申（さる）」など、日本では十二支のことを干支と呼びますが、
「2016 年の干支は丙申（ひのえさる）」というのが正式な呼び方です。
　本来、干支は 10 日間を表す十干（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸）と、
木星の位置を表す十二支（木星は 12 年で公転するため）の組合せによるもので、
紀元前の中国で 60 を周期とする暦を表すために作られたものです。年の干支が一
周すると「還暦」と呼び、鎌倉時代から 60 歳の長寿を祝う行事として使われました。
現在は年賀状や生まれ年で十二支のみが人々の日常で使われているため、干支＝
十二支として使われているのでしょう。

　もともと十二支は動物とは関係なく、時間や方位を表すために中国で作られた
記号（使われている漢字は植物の成長過程を表すものであり、種が発芽し、成長し、
枯れて種を残すまでの順番という説がある）です。それを民衆が覚えやすくする
ために、「子＝ネズミのことである」のように、意味だけ動物に変えました。十二
支の漢字が我々が使う動物の漢字と異なるのはそのためです。
まめ知識：当時（紀元前 200 年）の民衆は字が読めないため、動物の名前にしたという説がある

まめ知識：甲子園球場の名前の由来は 1924 年の干支「甲子（きのえね）」に作られたから

干
え と

支は全部で６０種類あるひみつ
１

　十二支の紀元は中国ですが、韓国・チベット・インド・ベトナム・タイといっ
たアジアの国々はもちろん、ロシアやモンゴル、アラブ地方まで十二支がカレン
ダーに使われています。選ばれている動物もいくつか違っていて、タイやベトナ
ムでは羊がヤギに、チベット・タイ・ベトナムでは兎の代わりに猫が選ばれてい
ます。また、日本の猪は本家の中国では豚であり、その理由は「日本に間違って
伝わった」「当時の日本では猪の方が一般的だった」と諸説ありますが、「ブタ年じゃ
なくて良かった」と胸をなで下ろしている亥年の方も多いのではないでしょうか？
まめ知識：辰年は、アラビアではワニに、イランではクジラになっている

世界の十二支には猫がいるひみつ
３

ひみつ
４

　十二支に選ばれた動物の順番に関して、世界各地に似たような物語があります。
　（例）神様が、元日あいさつに来た動物 1 位～ 12 位に、名前を付いた年を与え
ると決めた。動物たちは、皆一番を狙っていたが、猫は神
様のところにいく日を忘れてしまい、ねずみに聞いたが、
ねずみはわざと一日遅れの日を教えた。牛は足が遅いので、
夜明け前に出発した。ねずみは、牛の背中に飛び乗り、ゴー
ル寸前で飛び降りて一番になった。だまされた猫は十二支
に入れず、その恨みで、今でもねずみを追い回している。
まめ知識：サル・トリ・イヌの並び順は、犬猿の仲の 2 匹を鶏が「トリ持つ」という話も

十二支の順番は世界共通の物語があるひみつ
２

十二支の動物は後付けである
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縁起をかついで良い年に縁起をかついで良い年に

　左の図のように、方角と時刻を 12 分割して干支は使われています。
お昼の 12 時を正午というのは「午（うま）」の時間帯の真ん中を指
す言葉で、その前後の時間帯を「午前」「午後」と分けています。草
木も眠る丑三つ時というのは、丑の時間帯（午前 1 時～ 3 時）を四
分割して 3 つめの時間帯である午前 2 時～ 2 時 30 分の事を指して
います。
　方角を表す言葉に、北東は丑寅、南東は辰巳（巽）、南西は未申（坤）、
北西は戌亥（乾）とあり、その方向の左右にある十二支から取って
います。なかでも北東の丑寅の方角は鬼門、南西の未申の方角は裏
鬼門とされ、陰陽道では鬼が出入りする方角として、家相として水
まわりや玄関を嫌う風習が残っています。

　十二支に選ばれた動物の特徴が転じて、十二支による性格判断が中国で生まれました。

　縁起ものとして、干支の置物を飾っている家庭は多いと思い
ます。申年は「赤い肌着を身に着けると縁起がよい」という言
い伝えがあり、お店では赤い下着の売り場が目立ちます。「縁
起をかつげば万事がうまくいく！」というワケではありません
が、過度に振り回されることなく、干支と上手につきあい前向
きな気分になって、素晴らしい新年のスタートを切っていきま
しょう。

まめ知識：鬼門は中国から来た風水を元にした日本独自の思想で、本家中国の風水には存在しないとされる

まめ知識：旧暦の正月である「節分」より前に生まれた人は前年の干支で占うのが正しいとする説もある

十二支は方角や時刻に使われている

生まれた干支で性格がわかる？ひみつ
６

十二支 性格と傾向の一例
子（ねずみ） 子だくさんの鼠は子孫繁栄の運勢。　正直者で働き者。倹約家で貯蓄に励むが、ケチといわれないよう注意。

丑（うし） 牛のように堅実で家庭的。努力家で根気強いが、短気で強情。人の好き嫌いが激しいので人間関係に注意。

寅（とら） 虎のような勇気と行動力を持つ。義理人情に厚い。自己主張が強く謙虚さに欠けるので、対人トラブルに注意。

卯（うさぎ） 温厚・社交的で愛嬌もある兎は、人をなごませ誰からも愛される。責任感に欠けるところがあるので注意。

辰（たつ） 神とあがめられる龍は、リーダーの資質有。プライドが高く、わがままな面があるので、対人トラブルに注意。

巳（へび） 弁財天の使いで金運が高い。勤勉で周囲の信頼が厚く、辛抱強い性格だが、執念深くならないように注意。

午（うま） 陽気で社交的な性格で人気者。大ざっぱでムラっ気があり、根気に欠ける面があるので注意。

未（ひつじ） 従順で温和な羊は、人間関係が良好。思慮深く慎重な性格は、行動力に欠ける面があるので注意。

申（さる） 聡明で明朗活発、話し上手の気配り上手。頭の回転の速さが、軽率で自信過剰に写らないように注意。

酉（とり） 几帳面で仕事熱心。社交的でおしゃれだが見栄っ張り。せっかちな面があり、自己中心的にならないよう注意。

戌（いぬ） 正義感・責任感にあふれ、まじめで忠誠心が強い犬は、目上の人に信頼されるがプライドが高いので注意。

亥（いのしし） 天真爛漫で誠実。人を引っ張る力を持つが、頑固で融通が利かず、柔軟性に欠ける面があるので注意。

辰
巳午未

申

酉
戌
亥 子 丑

寅
卯

北

夜
昼

北東

東

東南

南

南
西

西

北西

ひみつ
５

まんぼうしの おしゃべりタイム♪ ホームページより
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種　類 口　数 金　額（円）

一般会費 ３，９７１ ２，０３５，５００

職域会費 ４０６ ３１１，４００

賛助会費 ６９ ７９０，０００

合　　　計 ４，４４６ ３，１３６，９００

平成27年度社協会費実績報告（12月１１日現在）

◆平成 27 年度　美浦村社会福祉協議会　賛助会員一覧

平
成
27
年
度
社
協
会
費
な
ら
び
に
共
同
募
金
実
績
報
告

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

社
協
事
業
、
共
同
募
金
へ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
お
よ
び
募
金
は
、

地
域
福
祉
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
、
子
育
て
支
援
な
ど
幅
広
い
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆組合・団体◆
美浦工業クラブ 50,000
美浦村自動車整備振興会 20,000
稲敷農業協同組合
安中支店（馬見山） 10,000

美浦村シルバー
人材センター（間野） 10,000

◆建設業◆
丸太建設㈱（木原） 20,000
㈱伊藤建設（谷中） 10,000
㈲武田建設（牛込） 10,000
東洋建設㈱
美浦研究所（受領） 10,000

鳶若㈲（土屋） 10,000
㈱新田工務店（布佐） 10,000
松浦建設㈱（阿見町） 10,000
㈲篠田工務店（興津） 10,000
㈱沼崎商事（受領） 10,000
鹿島鉄工建設㈱（土浦） 10,000
細谷建設工業㈱
美浦営業所（信太） 10,000

◆工事◆
㈱ナカジマ（舟子） 10,000
㈲中島冷熱（舟子） 10,000
栗山工業㈱（布佐） 10,000
㈲久松設備（土浦） 10,000
㈲軽部建材（郷中） 10,000
㈱石井土木（土屋） 10,000

◆解体業◆
㈱美浦クリーン（布佐） 10,000

◆造園業◆
井上造園㈱（受領） 10,000

◆清掃業◆
㈱ビケンテクノ
茨城営業所（信太） 10,000

◆産業廃棄物処理◆
誠和工業㈱
美浦工場（土屋） 10,000

◆製造業◆
ジーベンケミカル㈱
生産技術研究所

（大須賀津）
20,000

五十嵐段ボール㈱（木原）10,000
スガノ農機㈱
茨城工場（間野） 10,000

㈱タナカ
江戸崎工場（稲敷市） 10,000

東京鋼器㈱
美浦工場（土屋） 10,000

トーヤク㈱
美浦工場（木原） 10,000

㈱橋本ブラシ製作所
（茂呂） 10,000

芳源マッシュルーム㈱
（郷中） 10,000

川田化成㈱（土屋） 10,000
◆運送業◆

日本馬匹輸送自動車㈱
（美駒） 10,000

◆印刷◆
㈱アサヒビジネス

（鹿嶋市） 30,000

◆卸売業◆
㈱ユニフード（大山） 10,000
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◆一般会員 ◆特別職域会員

◆商店◆
桑野商店（木原） 10,000
高野青果店（大谷） 10,000
㈲坪井園
木原本店（木原） 10,000

㈲大津材木店（信太） 10,000
◆ガス・水道◆

㈱美浦 LPG（信太） 10,000
美浦ガス㈱（興津） 10,000
大陽日酸㈱
美浦ガスセンター（木原） 10,000

◆ガソリンスタンド◆
葉梨石油店（木原） 10,000
柳堀石油（木原） 10,000

◆葬祭業◆
セレモニー博善㈱（受領） 10,000
㈱こわたり（木原） 10,000

◆旅行業◆
さくら自動車㈱（信太） 10,000

◆金融機関◆
水戸信用金庫　阿見支店（阿見町） 10,000
筑波銀行　美浦支店（大谷） 10,000
㈱常陽銀行　美浦支店（信太） 10,000
中央労働金庫
土浦支店 美浦出張所（美駒） 10,000

◆フィットネスクラブ◆
㈱ルネサンス　スポーツクラブ
ルネサンス竜ヶ崎（龍ケ崎市） 10,000

◆郵便局◆
安中郵便局（土浦） 10,000
美浦郵便局（宮地） 10,000
美浦木原郵便局（木原） 10,000

◆医療機関◆
はたかわ医院（大谷） 10,000
医療法人美湖会
美浦中央病院（宮地） 10,000

◆施術◆
美浦整骨院（木原） 10,000

◆弁護士事務所◆
磯山法律事務所（土浦市） 10,000

◆税理士事務所◆
布川税務会計事務所（つくば市） 10,000

◆福祉施設◆
社会福祉法人美しの森
虹の里（受領） 10,000

社会福祉法人木犀会
ケアステーションコナン（木原） 10,000

◆介護関係◆
パナソニックエイジフリー介護
チェーン　つくば（つくば市） 20,000

ロングライフ（水戸市） 10,000
㈱樹里（阿見町） 10,000

◆電気◆
日本ロジテック協同組合（東京都） 10,000

◆ＯＡ販売◆
㈱ニューライフ（龍ケ崎市） 10,000

（順不同　敬称略　数値は円）

行　　　　　政　　　　　区　　　　　名
浜 余 郷 上 舟 子 土 浦 美 駒 C 区

登 宿 大 谷 下 舟 子 馬 見 山 美 駒 D 区
山 戸 丁 須 賀 大 塚 馬 掛 美 駒 E 区
田 中 仲 妻 谷 中 大 山 北 門 一 班
上 宿 給 分 第 １ 山 王 大 山 東 部 稲 荷 班
後 宿 給 分 第 ２ 山 内 美 駒 A1 区 沢 田 班
郷 中 第 １ 天 神 台 八 井 田 美 駒 A2 区 田 中 Ａ 班
郷 中 第 ２ 南 原 根 火 美 駒 A3 区 田 中 Ｂ 班
受 領 第 １ 興 津 牛 込 美 駒 A4 区 宮 地 班
受 領 第 ２ 布佐南部１ 見 晴 台 美 駒 A5 区 土 屋 班
大 須 賀 津 布佐南部２ 花 見 塚 美 駒 A6 区 受 領 班
み ど り 台 布 佐 東 部 木 美 駒 A7 区
桜 木 布 佐 西 部 定 光 美 駒 A8 区
茂 呂 台 本 橋 美 駒 A9 区
宮 地 土 屋 間 野 美 駒 B 区

美浦村議会議員
美浦村民生委員児童委員
美浦村農業委員
美浦村シルバー人材センター職員
安中小学校教職員
木原小学校教職員
大谷小学校教職員
美浦中学校教職員
美浦幼稚園教職員
美浦村役場職員
美浦村社会福祉協議会職員
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種　類 件　数 金額（円）

戸別募金 3,735 1,867,850

職域募金 364 166,392 

学校募金 35,721

合計 4,099 2,069,963

種　類 件　数 金額（円）

戸別募金 3,746 1,873,050

街頭募金 1 48,848

個人募金 6 6,000

合計 3,753 1,927,898

平成27年度共同募金中間実績報告（12月11日現在）

行政区名

浜 布佐南部１ 大 山

登 宿 布佐南部２ 大 山 東 部

山 戸 丁 布 佐 東 部 美 駒 A1 区

田 中 布 佐 西 部 美 駒 A2 区

上 宿 台 美 駒 A3 区

後 宿 土 屋 美 駒 A4 区

郷 中 第 １ 上 舟 子 美 駒 A5 区

郷 中 第 ２ 下 舟 子 美 駒 A6 区

受 領 第 １ 大 塚 美 駒 A7 区

受 領 第 ２ 谷 中 美 駒 A8 区

大 須 賀 津 山 王 美 駒 A9 区

み ど り 台 山 内 美 駒 B 区

桜 木 八 井 田 美 駒 C 区

茂 呂 根 火 美 駒 D 区

宮 地 牛 込 美 駒 E 区

余 郷 見 晴 台 北 門 一 班

大 谷 花 見 塚 稲 荷 班

須 賀 木 沢 田 班

仲 妻 定 光 田 中 Ａ 班

給 分 第 １ 本 橋 田 中 Ｂ 班

給 分 第 ２ 間 野 土 屋 班

天 神 台 土 浦 受 領 班

南 原 馬 見 山

興 津 馬 掛

美浦村役場職員（保育所・幼稚園・児童館含）

安中小学校教職員

木原小学校教職員

大谷小学校教職員

美浦中学校教職員

県立美浦特別支援学校教職員

美浦村民生委員児童委員

美浦村シルバー人材センター職員

美浦村社協役職員

安中小学校児童 ６，１４０

木原小学校児童 ８，６８９

大谷小学校児童 ２０，８９２

◆一般募金

◆職域募金

◆学校募金

◆街頭募金

◆一般募金 ◆歳末募金

（単位：円）

１１月３日
ボランティア連絡協議会（村文化祭）

４８，８４８円
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介護の知識や技術／介護サービスの案内／健康管理の方法などを
お知らせする教室です

◆日　時　　平成 28 年 2 月 20 日（土）午前 9 時 30 分から午後 3 時頃まで
◆場　所　　美浦村保健センター
◆対　象　　美浦村在住の高齢者を介護している家族、援護者、および介護の勉強を希望する方
◆内　容　　１．「老後に向けたライフプラン！～老後の万一への備えについて～」
　　　　　　　　講師：一般社団法人 しんらいの会
　　　　　　　　　　　理事長　青木　規幸
　　　　　　２．「健康寿命は食事から！～作ってみよう簡単ランチ～」
　　　　　　　　講師：美浦村社会福祉協議会指定通所介護事業所　栄養士　福岡　康子
　　　　　　３．「心と体をときほぐす自力整体！～からだの不思議と面白さを発見しよう～」
　　　　　　　　講師：自力整体ナビゲーター　岩間　久江
◆参加費　　５００円（調理実習食材費として）
◆持ち物　　筆記用具、動きやすい服装、エプロン、
　　　　　　三角巾、タオル等
◆定　員　　２０名（先着順）
◆〆　切　　２月 18 日（木）午後５時
◆申　込　　電話にてお申し込み下さい。
　　　　　　（電話：８８５－８８８５　担当：伊藤／山本） 昨年の様子（自力整体）

16
　11 月 25 日、ひばり会女性部サロンの萩田孝子様、成嶋たけ子様、小泉
とし様、諸岡節子様から、デイサービスセンターのご利用者約 80 名へ、手
編みの毛糸の帽子を頂きました。ひとつひとつ丁寧に気持ちを込めて編まれ
た帽子は、「見た目も素敵でとても暖かい」と、大好評。この冬、頭をほっ
こりと暖めてくれる毛糸の帽子のおかげで、ご利用者の皆さまも、にっこり
笑顔でデイサービスを楽しんでいます。

あったか～い 手編みの帽子

家族介護教室のご案内

プレゼン
ト

ワンコ
イン
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 登録会員 320 名・はじめてみようボランティア活動

　ボランティアセンターでは、ボランティアをしたい方／依頼したい
方のコーディネート及びボランティア活動の様々な悩みや疑問（活動
費・グループ運営・技術のレベルアップ等）に対応しています。また、
ボランティアをされる方は、様々な事故に対応するため、ボランティ
ア保険の加入をおすすめいたします。社協のボランティアセンターに
登録（登録とは、活動内容や日程など都合がよければ、ボランティア
をしてもよいという意志表示です。）の団体及び個人の方は、村社協が
保険代を負担しますので、是非ご登録ください。毎年 4 月 1 日がボラ
ンティア登録・保険の更新日ですので、下記により事前に手続きをお
願いいたします。

～新規登録大歓迎、登録・保険更新受付～

ふれあいバザーにどうぞ
　子育て経験を活かしたボランティア、子ども
とのふれあい活動が人気です。そこで、今年のセ
ミナーは、ボランティアとしての子どもとの関わ
り方についてです。セミナー前には、やさしい歌
声のミニライブもありますので、お家でお孫さん
を見ている方なども気軽にご参加ください。
　日時　2 月 27 日（土）
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　場所　美浦村老人福祉センター １F 広間
◇ミニライブ
　　　　癒し系グループ　Ｒｕｉ（ルイ）
◇セミナー
　講師　臨床心理士　枝松慎次郎　氏
　内容　ボランティアとしての子どもの関わり方
★当日参加可能ですが、資料準備の都合上、ボラン

ティアセンターに参加申し込みをお願いします。

ミニライブ＆セミナー

ボランティアセンター

受付開始：登録及び保険更新受付　2月 22日～	（月・火・木・金 8：30～ 17：00）
受付場所・問い合わせ：ボランティアセンター	 （村老人福祉センター内　℡８８５－７０８０）

◆
募
集
職
種
及
び
募
集
人
数

①
一
般
事
務
職　
1
名

②
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員　
1
名

◆
採
用
予
定
年
月
日

　
平
成
28
年
４
月
１
日

◆
勤
務
場
所

①
一
般
事
務
職

　
美
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会

②
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員

　
美
浦
村
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー
プ
」

◆
勤
務
時
間
等

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
週
５
日
（
土
日
祝
及
び
年
末
年
始
は
休
業
）
勤
務

◆
給
与
・
手
当
等

　
美
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
給
与
等
に
関
す
る
規
程

に
基
づ
き
支
給
（
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
加
入
）

◆
受
験
資
格

　
健
康
状
態
が
正
常
で
、次
の
要
件
を
満
た
す
者（
村

外
居
住
者
も
受
験
可
）

①
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

②
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
者

◆
欠
格
事
項

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
え

て
い
な
い
者
、
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
っ
て
い
な
い
者

④
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

◆
試
験
の
方
法

　
論
文
・
面
接
試
験
（
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
）

◆
応
募
方
法

　
２
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
、
自
筆
の
履
歴
書
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
職
員
募
集

美
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会

　社協や被災地への寄付や地域のふれあい活
動を進めるボランティアグループふきのとう
では、今年も下記によりふれあいバザーを開
催します。ぜひ、ご覧ください。益金は福祉
活動に使われます。
　日時　2 月２0 日（土）・２１日（日）
　　　　午前 10 時～午後４時 30 分
　場所　美浦村老人福祉センター　１階広間
　内容　日用品・衣類・食器・装飾品・
　　　　社会福祉法人虹の里製作品等
★使用可能なご家庭で眠っているものがあり

ましたらご提供をお願いします。物を整理
して快適な生活、リサイクルで社会福祉に
役立てましょう。

◆問い合わせは、ふきのとう代表へ
　（門脇 090-2249- 9353）
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会場：老人福祉センター	 ◎予約受付　℡：885 － 7080
担当：増尾

心配ごと相談所
相談日：第１・３月曜日
　　　　（祝祭日の場合は翌営業日。※年末年始を除く）
時　間：午後１時　～　３時
弁護士による法律相談
１月　相談日：1月 27 日（水）　予約開始：1月 4日（月）
２月　相談日：2月 24 日（水）　予約開始：2月 1日（月）
３月　相談日：3月 23 日（水）　予約開始：3月 1日（火）
時　間：午後１時 30分　～　午後４時

　70 歳以上の独居高齢者で見守りが必要とされ
る方に、食生活の支援と安否確認を目的として、
ボランティアの方による手作りのお弁当を民生委
員やボランティアが月２回お届けします。

【お問い合わせ】℡：885 － 7080　担当　増尾

　世界中で長く愛されている良質のおも
ちゃたちが、あなたのお子さんに遊んで
もらうのを待っています。

※この事業は社協会費で行われています。

◇対　象　美浦村にお住まいの障害児／
　　　　　未就学児
◇開催日　毎月第２／第４土曜日
　　　　　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
◇場　所　美浦村老人福祉センター
◇内　容　おもちゃでの遊び
　　　　　おもちゃの貸出

　子供を安心して産み育てる事の出来る
環境作りのため支援金を支給しています。
◇対　象　第３子以降の子を養育してい

る親権者１名
◇条　件　美浦村に住所が１年以上ある

こと　など
◇金　額　１歳児／２歳児　年２万円　

３歳児　　　　　年１万円
◇注意点　自己申告になります。申請期

限があります

※この事業は社協会費で行われています。

　高齢者や障害者等の外出
支援として、車イスや福祉
車両（車椅子用リフト付車
両）を貸出します。

【お問い合わせ】℡：885 － 0038　担当　木村

美浦村おもちゃ図書館

見守り配食サービス 車いす／福祉車両貸出

いきいき子育て支援金
社会福祉法人

美浦村社会福祉協議会・
美浦村デイサービスセンター
〒 300-0424
茨城県稲敷郡美浦村受領 1546-1
TEL：029-885-0038
	 （社会福祉協議会事務局）
　　：029-885-8885
	 （美浦村デイサービスセンター）
FAX：029-840-4552
ホームページ
　　：http://www.mihoshakyo.jp

美浦村老人福祉センター・
ボランティアセンター・

美浦村自立支援センター「ホープ」
〒 300-0421
茨城県稲敷郡美浦村木原 150-2
TEL：029-885-7080
FAX：029-885-1042
　　　（福祉センター・
	 ボランティアセンター）
TEL：029-885-6010
FAX：029-886-3633
　　　（自立支援センターホープ）

詳しくは
「いきいき子育て支援金」で 検 索

◇善意銀行
ＪＡ茨城かすみ女性部美浦支部･･･････････････ ¥10,340 
ぐるーぷ陶遊･･･････････････････････････････ ¥10,000 
消費者美浦やまゆり会････････････････････････ ¥5,515 
匿名（2 件）･･････････････････････････････････ ¥6,847
◇物品 
ひばり会女性部サロン（手編み毛糸帽子）
◇古切手・使用済みプリペイドカード
友駿健康麻雀倶楽部／美駒グループ寿会／美保会／
美浦トレーニングセンター／中野久永／Ｙ／
匿名（6 件）

＜平成 27 年 9 月 16 日～平成 27 年 12 月 15 日寄付分＞

日本調教師会様 100 万円／日本中央競馬会様
200 万円／日本馬主協会連合会様 200 万円の義
援金をお預かりしました

◇茨城県台風 18 号等災害義援金
常総市を中心とした被災者への支援とし
て、計 5,339,133 円を送金しました

（平成 27 年 12 月 15 日現在）
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行
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美
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社
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福
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協
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県
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浦

村
デ
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サ

ー
ビ
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セ

ン
タ

ー
内

vol.68

美浦村しゃきょうだより

美浦村しゃきょうだよりの発行は赤い羽根共同募金の配分金事業で行われています。

歴
史
に

◇
競
馬
会
に
示
し
た
不
退
転
の
決
意

　

ト
レ
セ
ン
候
補
地
が
美
浦
村
に
決
ま

る
前
、「
60
万
坪（
光
と
風
の
丘
公
園
約
13

個
分
）を
越
え
る
土
地
を
一
括
で
用
意
す

る
こ
と
」と
い
う
日
本
中
央
競
馬
会
（
以

下「
競
馬
会
」）の
提
示
し
た
条
件
に
、
名

乗
り
を
上
げ
た
無
数
の
自
治
体
は
頭
を

抱
え
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
の
広
大
な
土
地

を
買
収
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
自
治
体

な
ど
あ
る
わ
け
な
く
、
美
浦
村
も
同
様
に
、

無
条
件
で
の
土
地
協
力
者
は
２
割
し
か

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
美
浦
が
他
の
市
町
村
と
違
っ

て
い
た
の
は
、
糸
賀
村
長
と
村
議
会
が
一

丸
と
な
っ
て
、
ト
レ
セ
ン
誘
致
に
村
の
将

来
を
賭
け
て
い
た
こ
と
で
す
。全
体
の
買

収
見
込
み
は
全
く
立
っ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
村
長
は
見
切
り
発
車
と
も

言
え
る
決
断
で
、
競
馬
会
に
土
地
の
一
括

買
収
を
約
束
し
た
の
で
す
。村
長
を
後
押

し
す
べ
く
、
最
大
の
地
主
で
あ
る
市
川
良

夫
氏
は
土
地
の
提
供
を
約
束
し
、
議
会
は

村
の
年
間
予
算
の
ほ
ぼ
２
年
分
と
い
う
、

３
億
円
も
の
大
金
を
土
地
買
収
資
金
と
し

て
借
り
入
れ
る
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
「
美
浦
村
は
不
退
転
の

決
意
で
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
競

馬
会
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
、
か
く
し
て

昭
和
43
年
12
月
、
美
浦
村
と
競
馬
会
は
ト

レ
セ
ン
建
設
の
た
め
の
用
地
売
買
斡
旋
等

に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
の
で
す
。

◇
５
億
円
を
出
し
た
競
馬
会
の「
覚
悟
」

　

無
事
に
競
馬
会
と
用
地
売
買
の
契
約

は
結
ん
だ
も
の
の
、
次
に
表
れ
た
の
は
買

収
資
金
が
足
り
な
い
と
い
う
問
題
で
し
た
。

競
馬
会
は
10
億
円
の
買
収
予
算
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
村
が
す
べ
て

の
土
地
の
権
利
者
か
ら
同
意
を
取
付
け
な

い
と
競
馬
会
は
支
払
い
し
な
い
と
い
う

“
一
括
買
収
”が
条
件
で
し
た
。

　
し
か
し
、
少
し
ず
つ
土
地
を
取
得
し
て

協
力
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
し
か
全

体
の
買
収
は
成
し
え
な
い
こ
と
を
感
じ
て

い
た
村
長
は
、
競
馬
会
か
ら
資
金
の
先
払

い
を
お
願
い
す
べ
く
、
競
馬
会
の
ト
ッ
プ

で
あ
っ
た
清
井
正
理
事
長
に
、
決
死
の
覚

悟
で
訴
え
ま
し
た
。理
事
長
は
「
こ
の
事

業
に
命
を
賭
け
る
」と
い
っ
た
村
長
の
熱

意
に
応
え
、
約
５
億
円
の
資
金
を
先
払
い

す
る
と
い
う
異
例
の
決
断
を
し
ま
し
た
。

途
中
で
失
敗
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
引
き

受
け
た
競
馬
会
も
ま
た
、
ト
レ
セ
ン
誘
致

実
現
へ
の「
覚
悟
」を
示
し
た
の
で
す
。

◇
最
大
の
壁「
代
替
地
」問
題

　

村
は
企
画
開
発
課
と
い
う
部
署
を
新

設
し
、
五
十
嵐
氏
を
課
長
に
据
え
、
優
秀

な
職
員
を
他
部
署
か
ら
引
っ
張
り
、
用

地
の
取
得
に
向
け
始
動
し
ま
し
た
。村

の
「
熱
意
」を
地
権
者
た
ち
も
感
じ
た
の

か
協
力
者
も
増
え
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
は

全
体
の
約
７
割
の
１
３
２
名
の
地
権
者

と
売
買
契
約
を
結
び
、
２
日
間
で
総
額
約

３
億
４
千
万
円
の
代
金
の
支
払
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
「
代
替

地
」問
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　
山
林
の
所
有
者
は
土
地
の
売
却
で
済
み

ま
す
が
、田
畑
の
場
合
、別
な
土
地（
代
替

地
）に
耕
地
を
用
意
し
、
交
換
す
る
事
が

必
要
に
な
り
ま
す
。そ
の
為
に
は
、「
地
権

者
の
要
望
に
添
う
代
替
地
」を
用
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。村
長
を
は
じ
め
担

当
職
員
は
朝
か
ら
晩
ま
で
か
け
ず
り
回
り
、

代
替
地
の
確
保
及
び
、
地
権
者
へ
の
交
渉

を
粘
り
強
く
行
い
ま
し
た
。中
に
は
「
美

浦
の
将
来
の
た
め
」と
、
自
分
が
持
っ
て

い
る
一
等
地
の
田
畑
を
代
替
地
と
し
て
売

却
し
て
く
れ
る
地
主
も
い
ま
し
た
が
、
代

替
地
の
代
替
地
を
求
め
る
地
主
も
多
く
、

村
長
も
自
分
の
土
地
を
提
供
す
る
な
ど
し

ま
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
耕
地
の
確
保
に
行

き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◇
前
代
未
聞
の
国
有
池
埋
め
立
て

　
「
買
う
耕
地
が
な
け
れ
ば
作
る
の
み
」

そ
う
考
え
た
村
は
、
信
太
原
（
南
原
）地

区
や
興
津
地
区
（
現
在
の
池
の
台
マ
ン

シ
ョ
ン
付
近
）で
畑
地
を
造
成
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。国
有
地
の
山
下

池
（
池
の
台
マ
ン
シ
ョ
ン
南
）や
赤
松
池

（
美
浦
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
南
）
を
買
い
取

り
、
埋
め
立
て
る
案
が
浮
上
し
ま
し
た
が
、

手
続
き
に
２
～
３
年
か
か
り
、
到
底
間
に

合
い
ま
せ
ん
。八
方
ふ
さ
が
り
か
と
思
わ

れ
た
そ
の
時
、
村
長
は
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
大
胆
な
行
動
に
出
た
の
で
す
。

　
“
池
を
先
に
埋
め
立
て
て
耕
地
を
作
り
、

後
で
認
可
を
得
る
”前
代
未
聞
の
埋
立
工

事
は
後
日
、
国
か
ら
大
変
な
お
叱
り
を
う

け
ま
し
た
が
、
代
替
地
対
策
の
た
め
や
む

を
得
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
や
、
当
時
は

農
地
増
進
が
国
の
施
策
だ
っ
た
こ
と
が

考
慮
さ
れ
、
奇
跡
的
に
村
長
の
始
末
書
一

枚
で
収
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

◇
国
会
で
説
明
し
た
予
算
超
過
疑
惑

　

土
地
の
取
得
に
は
10
億
円
の
予
算
を

超
え
た
15
億
円
が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭

和
46
年
３
月
「
土
地
の
買
い
上
げ
価
格
は

一
定
な
の
に
、
な
ぜ
５
億
円
も
超
過
し
た

の
か
」と
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。村
と
競
馬
会
は
、
村
中

の
土
地
の
価
格
が
“
ト
レ
セ
ン
が
出
来

る
”と
い
う
こ
と
で
４
～
５
倍
に
高
騰
し
、

代
替
地
確
保
の
た
め
に
や
む
な
く
購
入

し
た
結
果
、
大
幅
な
予
算
超
過
に
い
た
っ

た
こ
と
を
説
明
し
、
事
態
は
一
件
落
着
を

見
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
関
係
者
の
懸
命
な
努

力
が
実
を
結
び
、
契
約
か
ら
３
年
９
ヶ
月

後
、
つ
い
に
村
は
土
地
を
完
全
取
得
。昭

和
47
年
９
月
１
日
に
競
馬
会
へ
の
土
地

引
き
渡
し
が
完
了
し
、
翌
10
月
か
ら
６
年

を
か
け
た
ト
レ
セ
ン
建
設
工
事
と
い
う

大
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。（
続
く
）

（
協
力
：
萩
田
正
義
氏　
参
考
資
料
：
日
本
中

央
競
馬
会
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開

発
の
記
録
／
野
人
村
長
一
代
）

第
６
回

美
浦
ト
レ
セ
ン
の
成
り
立
ち（
中
編
）

誘致本部となった旧役場庁舎


